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◼ 2024年の日本への外国人訪問者数:  36,869,900人（新記録）
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◼ 日本への外国人訪問者数の推移（地域別 1990-2023）

背景: 日本への外国人訪問者の統計



Hemorrhagic 

fever

A(H5N1)

Influenza
Dengue Fever Syphilis Summary

出血熱

出血熱 デング熱 梅毒 概要A（H5N1）
インフルエンザ



マールブルグウイルス
ガーナ

アンゴラ

コンゴ民主
共和国

ウガンダ

ケニア

南アフリカ

ルワンダ

タンザニア

赤道ギニア

地図（WHO資料に基づく）

ギニア

Hemorrhagic 

fever

A(H5N1)

Influenza
Dengue Fever Syphilis Summary

年 国 感染者数 死亡者数

1967 ユーゴスラビア 2 0

1967 ドイツ 29 7

1975 南アフリカ 3 1

1980 '87 ケニア 3 2

1998～2000 コンゴ民主共和国 154 128

2005 アンゴラ 374 329

2007 '12 '14 '17 ウガンダ 23 10

2008 オランダ 1 1

2008 アメリカ合衆国 1 0

2021 '22 ガーナ 4 3

2023 タンザニア 9 6

2023 赤道ギニア 40 35

2024 ルワンダ 66 15

合計 709 537
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ウガンダでスーダンウイルスによる
エボラ出血熱の発生
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2025年2月6日

2025年1月29日、ウガンダ保健省はエボラ出血熱の
発生を正式に宣言した。この発生はスーダンウイルス
（Sudan virus）によって引き起こされ、首都カンパラで
確認された。これは2000年以来、ウガンダで発生した
8回目のエボラ出血熱であった。

確認された症例
感染が確認されたのは、ムラゴ国立紹介病院（Mulago 
National Referral Hospital）で勤務していた32歳の男性
看護師。
男性は初期症状として高熱、胸の痛み、呼吸困難、
体の複数の部位からの出血があり、ムラゴ紹介病院
（カンパラ）、サイディナ・アブバカール・イスラム病院
（Matugga, ワキソ県）、ムバレ地域紹介病院（Mbale,  
ムバレ市）など複数の医療施設で治療を受けた。また、
彼は伝統医からの治療も求めたが、1月29日に死亡し
た。

https://www.cdc.gov/han/2025/han00521.html
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○ 海外で発生したエボラ出血熱の発生が東京で確認されたという想定のもと、
都のマニュアルを検証するため、一連の対応を検証した。

"東京の「指定感染症医療機関」

収容能力

指定感染症医療機関（特定感染症）

国立国際医療研究センター 4

指定医療機関（第二種感染症）

東京都立駒込病院 28

東京都立荏原病院 18

東京都立墨東病院 8

東京都立豊島病院 20

青梅医療センター 6

東京医科大学八王子医療センター 8

立川病院 6

日本赤十字社武蔵野病院 6

東京都立多摩総合医療センター 19

昭和病院 6

八王子市立病院 2

指定医療機関（第一種感染症）

東京都立駒込病院 2

東京都立荏原病院 2

東京都立墨東病院 2

自衛隊中央病院 2
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多機関間の連携

海外で発生したエボラ出血熱の流行が東京で確認されたというシナリオを踏まえ、都の

マニュアルを検証するため、一連の対応を検証した。

訓練には都や２３区、指定医療機関、消防本部などが参加した。

2015年に東京都第一類感染症対策協議会が設立して以来、毎年訓練を実施しています。

「第一種感染症対応訓練」
2024年10月24日 @東京都立駒込病院（東京がん・感染症センター）
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エボラ患者の搬送 感染者の遺体の火葬

<日本国内で初の感染例が発生した場合の初期対応シミュレーション>

第一種感染症対応訓練
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"Tokyo iCDC “2020年10月1日 設立
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賀来満夫博士
Tokyo iCDCセンター長

「Tokyo iCDC」
2020年10月1日 設立

感染症との終わりなき闘い
Tokyo iCDC（東京感染症対策センター）は、東京都の感染症対策に関する科学的根
拠に基づいた助言を提供する専門家ネットワークです。

東京都感染症対策センター（Tokyo iCDC）は、新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）の世界的流行を受け、東京都の主導で2020年10月に設立されました。
Tokyo iCDCは、東京都の感染症対策を支援する専門機関であり、TMG（東京都）に
より整備されたシステムを最大限に活用しながら、感染症に関する知見を提供する
役割を担っています。
同センターは、Dr. Mitsuo KAKU（加來道雄博士）が率いる専門家グループにより運
営され、最新の感染症対策の研究・分析・政策提言を行っています。

未来のTokyo iCDCの取り組みの柱
Tokyo iCDCは、以下の3つの柱に基づき、東京都を感染症に強い都市とするための
活動を推進しています。
1️⃣ Tokyo iCDCの機能拡充とネットワークの拡大

•医療機関や研究機関との連携を強化し、感染症対策の専門性を向上。
•グローバルな感染症ネットワークとの連携を強化。
2️⃣ COVID-19対策から広範な感染症対策へ発展
•新型コロナウイルスに限らず、インフルエンザ、結核、食中毒など、多様な感染症へ
の対応を強化。
•感染症のリスク評価と予防策の充実。
3️⃣ 社会全体の感染症リテラシー向上と予防策の促進
•感染症予防教育の推進。
•デジタル技術を活用した情報提供の強化。

Dr. Mitsuo KAKU（賀来満夫博士）
Tokyo iCDCセンター長

「Tokyo iCDCの役割は、東京都のみならず、日本全体の感染症対策のモデルとなる
ことです。感染症対策には、科学的な分析、迅速な意思決定、そして社会との協力が
不可欠です。我々はこれからも、より安全で強靭な社会を築くために取り組みを続け
ます。」

感染症との終わりなき闘い

Tokyo iCDC（東京感染症対策センター）は、東京都の
感染症対策に関する科学的根拠に基づいた助言を提供
する専門家ネットワークです。
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「感染症における緊急患者監視システム」
2020年12月開始 未知の病原体による感染症を検出するための症候群監視
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東京消防庁

病院前記録

発生場所

① 119番通報

•性別 / 年齢
•発熱、嘔吐、下痢、発疹
•搬送先

消防署

病院

東京都公衆衛生研究所

東京都公衆衛生研究所

公衆衛生
センター

相談

発生日と発生場所

怪我や病気

⑥ データ送信

⑦データ分析

⑨警報情報を送信

⑩感染症の監視 

アウトブレイク評価

②指令

③急送

④患者の搬送

⑤データ
    送信

⑧アラート

⑪報告

東京消防庁の活動記録

緊急輸送監視システム

東京都庁
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鳥インフルエンザ／H5N1インフルエンザ
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出典：CDC米国疾病予防管理センター
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HIGH PATHOGENICITY AVIAN 
INFLUENZA (HPAI) Situation Report 
67, January 2025
https://www.woah.org/en/home/

高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の最新シーズンマップ
（2024年10月〜2025年9月）

家禽（鶏など）での発生

家禽以外の鳥類での発生

HPAIが安定して報告されている地域（地理座標なし/６か月ごと）

家禽以外の動物におけるHPAIが安定して報告されている地域（地理座標なし/６か月ごと）

哺乳類での発生

世界動物保健機関

高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）状況報告
第67号（2025年1月）
https://www.woah.org/en/home/
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渡り鳥の飛行経路（フライウェイ）
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https://eaaflyway.net/the-flyway/
© The East Asian-Australasian Flyway Partnership

渡り性の水鳥が毎年移動するルートは「フライウェイ（Flyway）」と呼ばれます。
世界には9つの主要なフライウェイが存在します。その中でも 東アジア・オーストラリア地域フライウェイ（EAAFP） は、
ロシア極東やアラスカから東アジア、東南アジアを経由してオーストラリアやニュージーランドへと続き、22カ国を含む
ルート となっています。

西太平洋
フライウェイ

中央アジア
フライウェイ

東大西洋
フライウェイ

黒海・地中海フライウェイ

東アジア・オーストラリア地域フライウェイ

西アフリカ・東アフリカフライウェイ

ミシシッピアメリカフライウェイ

太平洋アメリカ
フライウェイ

大西洋
アメリカ

フライウェイ
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日本における高病原性鳥インフルエンザの最新状況（2024/25シーズン）
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家禽（養鶏場などの飼育
鳥類）
・ 51件 発生
・14都道府県 で確認
（全47都道府県中）

期間： 2024年9月1日 ～ 2025年2月1日

野鳥（野生の鳥類）
・109件 発生
・16都道府県 で確認
（全47都道府県中）

北海道

本州

沖縄

東京
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行政備蓄用抗インフルエンザウイルス薬
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製品名 一般名
備蓄数（対象人数）

全国 東京

TAMIFLU カプセル® オセルタミビルリン酸塩 1,133万⼈分 20万⼈分

TAMIFLU ドライシロップ® オセルタミビルリン酸塩 577万⼈分 36.4万⼈分

RELENZA® ザナミビル水和物 409万⼈分 83.7万⼈分

INAVIR ドライパウダー吸入®
ラニナミビルオクタン酸エス
テル水和物

1,205万⼈分 126万⼈分

RAPIACTA 静脈点滴注射® ペラミビル水和物 185万⼈分 14万⼈分

XOFLUZA 錠®
バロキサビル マルボキシ
ル

192万⼈分 9.35万⼈分

タミフル濃縮液 オセルタミビル 118万⼈分 -

タミフルドライシロップ濃縮液 オセルタミビル 23万⼈分 -

行政備蓄用抗インフルエンザウイルス薬
備蓄量 3,842 万人分 290 万人分

通常流通用抗インフルエンザウイルス薬の供給状況（１０月分）について

出血熱 デング熱 梅毒 概要A（H5N1）
インフルエンザ



新たな感染症に備える東京の医療資源
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パンデミック時に必要な医療資源 確保目標

医療機関
入院治療 6,000床

外来治療 4,900施設

病院転送受入医療機関 310施設

一時的な医療スタッフ
医師 300名

看護師 160名

委託可能な検査数 59,000件/日

宿泊療養施設 9,500室

◆ 東京都は新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえ、臨時の医療インフラを確保し
た。
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デング熱

TV朝日（2014年8月28日）の報道映像より
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東京における蚊媒介感染症の報告症例数の推移
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東京における媒介蚊監視地点
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カテゴリー 施設数
監視

ポイント数
検査対象の病原体

重点監視地点 9施設 50地点
デングウイルス、チクングニアウイル
ス、ジカウイルス

広域監視地点 16施設 16地点

ウエストナイルウイルス、デングウイ
ルス、チクングニアウイルス、ジカウ
イルス、マラリア原虫

○ 東京都健康安全研究センターでは、蚊媒介感染症の拡散を防ぐために定期的に蚊を捕獲
し、病原体の有無を調査しています。

監視地点（都市公園など）

出血熱 デング熱 梅毒 概要A（H5N1）
インフルエンザ



東京都における蚊媒介感染症の高リスク地点情報
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◆ 東京都は、デング熱、ジカウイルス感染症、チクングニア熱に関連するウイルスを
媒介する蚊が存在する可能性のある場所について、一般市民向けに情報を提供して
います。

出血熱 デング熱 梅毒 概要A（H5N1）
インフルエンザ



「蚊媒介感染症予防啓発月間」 毎年6月
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◆ 蚊媒介感染症の拡散を防ぐためには、地域全体で蚊の繁殖を抑制すること
が重要です。

◆ 東京都は6月を「蚊の発生防止月間」と定め、キャンペーンを実施しています。

ラッピングバス

啓発ポスター リーフレット 殺虫剤の備蓄

PRプログラム

出血熱 デング熱 梅毒 概要A（H5N1）
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梅毒

出典：テレビ朝日（日本）、2023年3月3日
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東京における梅毒の報告症例の推移（1951年～2024年）

Hemorrhagic 

fever viruses

A(H5N1)

Influenza
Dengue Fever Syphilis Summary

◆ 日本では1948年から梅毒症例の報告制度があり、1969年には報告症例数が1,110件と
なり、それ以降は減少傾向が続いていました。

◆ しかし、2011年頃から報告症例数が再び増加し始め、2024年には3,760件に達し、
第二次世界大戦後の水準に匹敵する数となりました。
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東京における梅毒の報告症例の推移（2014年～2024年）
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◆ 過去10年間で、男性の梅毒症例数は5.9倍に増加し、女性の症例数は14.9倍に増加
しました。

過去10年間の増加率

男性: 5.9倍

女性: 14.9倍
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なぜ梅毒がこれほど広がったのか？
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Dengue Fever Syphilis Summary

1. 誤った情報により、若者が梅毒への関心を失った。

--多くの人が梅毒の流行を過去の問題と認識している可能性がある。

2. 風俗店の形態の変化が影響を与えた可能性がある。

--産業衛生では、年上の男性が経済的支援と引き換えに年下の女性とデートする

（「パパ活」または「シュガーデート」）個人間の関係にはアクセスできません。

3． 医師が梅毒についての認識が低く、診察時に見逃してしまう可能性がある。

--低い検出率: 梅毒の監視システムによる検出率は12%～25%と推定されている。

参考文献: Yamagishi T, et al: Infectious Disease Surveillance, J. Public Health Vol. 88, No. 3, 254-261, 2024
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正確な情報を若者に提供し、予防行動と検査の促進を図る
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正確な情報の発信 無関心な層への行動変容を促す効果的なアプローチ

◆ 全体を対象とした戦略

◆ ハイリスク層を対象とした
戦略

啓発イベント ①夏季に重点を置いた啓発
②冬季の集中的な啓発活動

性感染症（STD）
検査サービス
の改善

①休日・夜間の対応
②女性専用の検査会場
③集中予約受付窓口の設置

さまざまな
団体との協力

①性産業従事者支援団体との協力
②若者支援団体との協力
③高校との協力

研修・講演会 ①産婦人科医向け
②皮膚科医・一般医向け
③（産業）保健師向け
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啓発イベント

夏の集中的な啓発
啓発キャンペーンを開催…

• 夏休み期間中の繁華街で実施

• プロサッカースタジアムで開催

• 都市部の大型ビジョンを活用

• 若者向けに「マンガ」を提供

• レッドリボンキャンペーンとの連携

• プロのパフォーマーによる演出

• YouTube広告で発信

若者に向けて効果的に啓発

冬のキャンペーンの活用

レッドリボンキャンペーン
パフォーマンス
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STI（性感染症）検査サービスの改善

性感染症検査予約サイト
このアプリで以下が可能に：

• 統合型予約カウンター

• リマインドメールサービス

• 多言語対応

• 24時間受付対応

受検者の増加

以下のサービスを改善：

• 休日・夜間対応

• 検査能力の増加

• 女性専用会場 / レディースデー

• 即日の性感染症検査対応

行動変容の定着化

検査・相談サービスの向上

東京都立検査室
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さまざまな団体との協力

性産業従事者支援団体

性産業従事者向けの支援：

• YouTube広告で検査室の紹介

• 風俗店に情報提供

ハイリスク層へのアプローチ

若者の性の悩みに対応：

• 東京若者健康支援「わかサポ」

• ピアサポート（同世代による支援団体）

生殖健康の権利を守る

若者支援団体
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梅毒に関する研修セッション

産科医向け研修
産科医が学んだこと：

• 梅毒の臨床症状と治療

• 届出義務について

• 女性を支援する重要性

先天性梅毒の予防

公衆衛生看護師に求めること：

• 梅毒に感染した妊婦への包括的な健康・
福祉支援

地域支援体制の構築

公衆衛生保健師向け研修
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まとめ
• 東京都は、ウイルス性出血熱の国内発生に備え

た訓練を実施しました。

• H5N1インフルエンザパンデミックに備え、医療体制
を整備しました。

• デング熱対策として、住民と協力し蚊の駆除に

  取り組んでいます。

• 梅毒の啓発キャンペーンや若者の健康支援を実施
しました。
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